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この証明書は、試験結果を記載するものであり、日本産業規格との適合性を証明するものではありません。

この証明書に記載の試験結果は供試試料に対するものであり、荷口（ロット）全体の品質を証明するものではありません。

無断複写転用はお断り致します。
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黄色ぶどう球菌 ( NBRC 12732 )
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黄色ぶどう球菌についての結果
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対照試料（無加工試験片）の結果

【試験結果】

抗菌活性値2.0以上で抗菌効果ありとなりま

す。数値が大きければ大きいほど対照試料

に比べて細菌の増殖を抑制しています。


